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東京海上セレクション・外国債券インデックス 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上セレクション・

外国債券インデックス 

 

第12期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2022年４月15日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上セレクション・外国債

券インデックス」は、このたび、第12

期の決算を行いましたので、期中の運

用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／海外／債券／インデックス型 

信託期間 無期限（2010年４月28日設定） 

運用方針 

FTSE世界国債インデックス（除く日本、
ヘッジなし・円ベース）に連動する投資
成果の達成を目標とし、主として同じ
目標で運用を行う「ＴＭＡ外国債券イ
ンデックスマザーファンド」に投資し
ます。 

主要投資 
対 象 

東 京 海 上 
セレクション・ 
外 国 債 券 
インデックス 

主としてマザーファン
ド受益証券に投資し、高
位の組入比率を維持し
ます。なお、このほか外
国の公社債等に直接投
資することがあります。 

ＴＭＡ外国債券 
インデックス 
マザーファンド 

主として外国の公社債
に投資します。 

投資制限 

東 京 海 上 
セレクション・ 
外 国 債 券 
インデックス 

・株式への実質投資割
合は、信託財産の純
資産総額の10％以下
とします。 

・外貨建資産への実質
投資割合には、制限
を設けません。 

ＴＭＡ外国債券 
インデックス 
マザーファンド 

・株式への投資割合
は、信託財産の純資
産総額の10％以下と
します。 

・外貨建資産への投資
割合には、制限を設
けません。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰
越分を含めた配当等収益および売買益 
(評価益を含みます。）等から、基準価額の
水準、市況動向等を勘案して分配を行う
方針です。 
ただし、分配対象額が少額の場合等には、
収益分配を行わないことがあります。 
収益の分配に充当せず、信託財産内に留
保した利益については、運用の基本方針
に基づいて運用を行います。  
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東京海上セレクション・外国債券インデックス 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

８期(2018年４月16日) 13,840 0 7.7 263.212 7.8 98.4 1,668 

９期(2019年４月15日) 14,137 0 2.1 269.451 2.4 98.2 2,646 

10期(2020年４月15日) 14,500 0 2.6 277.171 2.9 98.1 3,999 

11期(2021年４月15日) 15,276 0 5.4 292.944 5.7 99.0 5,462 

12期(2022年４月15日) 15,636 0 2.4 300.586 2.6 99.1 7,007 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2021年４月15日 15,276 － 292.944 － 99.0 

４月末 15,334 0.4 294.142 0.4 98.4 

５月末 15,536 1.7 297.961 1.7 98.8 

６月末 15,509 1.5 297.603 1.6 98.5 

７月末 15,612 2.2 299.643 2.3 99.1 

８月末 15,603 2.1 299.594 2.3 99.0 

９月末 15,498 1.5 297.537 1.6 98.8 

10月末 15,821 3.6 303.904 3.7 99.0 

11月末 15,644 2.4 300.520 2.6 99.2 

12月末 15,744 3.1 302.422 3.2 99.0 

2022年１月末 15,467 1.3 297.286 1.5 99.0 

２月末 15,186 △0.6 291.915 △0.4 98.7 

３月末 15,685 2.7 301.548 2.9 98.9 

(期  末)      

2022年４月15日 15,636 2.4 300.586 2.6 99.1 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

ベンチマークはFTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）です。基準価額は対顧客電信売買相場の仲値を用いて計算
しているため、FTSE世界国債インデックス（国内投信用）を使用しています。 
FTSE世界国債インデックスは、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で
加重平均した債券インデックスです。このインデックスのデータは、情報提供のみを目的としており、FTSE Fixed Income LLCは、当該デー
タの正確性および完全性を保証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このインデックスに対する著作権
等の知的財産その他一切の権利はFTSE Fixed Income LLCに帰属します。 
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東京海上セレクション・外国債券インデックス 

○運用経過 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2021年４月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） ベンチマークは、FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）です。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有債券の利息収入 

・米国の金利上昇を受けた日米短期金利差の拡大による円安米ドル高の進行 

 

マイナス要因 

・世界的な国債利回りの上昇による債券価格の下落 
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東京海上セレクション・外国債券インデックス 

■投資環境 
【外国債券市場】 

米国債利回りは上昇しました。 

期初、FRB（米連邦準備制度理事会）が物価上昇は一時的との認識を示したことや新型コロナウイルス変異株の感染拡大

などから、米国債利回りは低下基調で推移しました。その後は、世界的にインフレの高止まりが懸念されるなか、FRBによ

る2022年以降の利上げなどが市場で意識され、米国債利回りは上昇基調で推移しました。期末にかけて、ウクライナ情勢の

悪化を背景に米国債利回りは低下する局面もありましたが、FRBが金融引き締め姿勢を強めたことなどを受けて、一段と上

昇しました。 

ドイツ国債利回りは上昇しました。 

期初、新型コロナウイルスワクチン接種の進展などを受けてドイツ国債利回りは上昇基調で推移しましたが、その後は欧

州における変異株の感染拡大などを背景に、大きく低下しました。期半ば以降、ECB（欧州中央銀行）の金融政策正常化へ

向けた動きが市場で意識されるなか、ドイツ国債利回りは上昇基調が継続しプラス圏を回復しました。期末にかけては、ウ

クライナ情勢の悪化などを背景にドイツ国債利回りは低下する局面もありましたが、ECBが金融引き締め姿勢を強めるなか、

一段と上昇しました。 

 

【為替市場】 

米ドル円相場は、米国債利回りが低下基調で推移するなか、期半ばにかけておおむね横ばいで推移しました。期後半は、

FRBによる政策金利の引き上げが市場で織り込まれるなか、日銀が緩和的な金融政策を継続したことから日米短期金利差が

拡大し、円安米ドル高基調となりました。期末にかけては、FRBが政策金利の引き上げに踏み切るなか、円安米ドル高が一

段と進行しました。 

ユーロ円相場は、新型コロナウイルス変異株の感染拡大やウクライナ情勢の悪化などを受けて円高ユーロ安が進行する

場面もありましたが、ECBによる金融政策正常化に向けた動きなどを背景に円安ユーロ高が進行しました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上セレクション・外国債券インデックス＞ 

「ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。 

当ファンドの基準価額は、マザーファンドの値動きを反映し、2.4％上昇しました。 

 

＜ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド＞ 

ベンチマークであるFTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）に連動する投資成果の達成を目標と

して運用を行いました。 

以上の運用の結果、基準価額は2.6％上昇し、ベンチマークにほぼ連動する値動きとなりました。 
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東京海上セレクション・外国債券インデックス 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
基準価額の騰落率は＋2.4％となり、ベンチマー

クの騰落率＋2.6％にほぼ連動しました。 

 

（主な差異要因） 

プラス要因 

・特にありません 

 

マイナス要因 

・取引および信託報酬などのコスト 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

■分配金 
当期においては、当ファンドが確定拠出年金向けに設定されたファンドであるという性格を鑑み、収益分配を行わないこ

ととしました。収益分配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行い

ます。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第12期 

2021年４月16日～ 
2022年４月15日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 6,568  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上セレクション・外国債券インデックス＞ 

「ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持します。 

 

＜ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド＞ 

ファンドの基本方針に基づき、ベンチマークに対する高い連動率を維持するよう運用を行います。   

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
（注） ベンチマークは、FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円

ベース）です。 



品 名：90049_635036_012_04_東京海上セレクション・外国債券インデックス_913611.docx 

日 時：2022/5/25 10:16:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 
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○１万口当たりの費用明細 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 31  0.198  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (16)  (0.102)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (12)  (0.074)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.022)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 4   0.023   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 3)  (0.017)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 35   0.221    

期中の平均基準価額は、15,553円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上セレクション・外国債券インデックス 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.21％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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東京海上セレクション・外国債券インデックス 

○売買及び取引の状況 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 1,499,808 2,594,393 693,910 1,200,171 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2022年４月15日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 3,214,196 4,020,095 7,007,025 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年４月15日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド 7,007,025 99.8 

コール・ローン等、その他 12,823 0.2 

投資信託財産総額 7,019,848 100.0 
 

（注） ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（10,942,042千円）の投資信託財産総額

（10,957,799千円）に対する比率は99.9％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値で邦貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レートは

１米ドル＝126.37円、１カナダドル＝100.13円、１メキシコペソ＝6.335円、１ユーロ＝136.53円、１英ポンド＝164.99円、１スウェー

デンクローナ＝13.25円、１ノルウェークローネ＝14.37円、１デンマーククローネ＝18.36円、１ポーランドズロチ＝29.4606円、１豪

ドル＝93.51円、１シンガポールドル＝93.17円、１マレーシアリンギット＝29.8498円、１イスラエルシェケル＝39.2401円、１オフショ

ア元＝19.7748円です。 
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東京海上セレクション・外国債券インデックス 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年４月15日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 7,019,848,416   

 ＴＭＡ外国債券インデックスマザーファンド(評価額) 7,007,025,740   

 未収入金 12,822,676   

(B) 負債 12,822,676   

 未払解約金 6,042,236   

 未払信託報酬 6,597,272   

 その他未払費用 183,168   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 7,007,025,740   

 元本 4,481,287,642   

 次期繰越損益金 2,525,738,098   

(D) 受益権総口数 4,481,287,642口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,636円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は3,575,728,933円、期中追加設定元

本額は1,670,168,692円、期中一部解約元本額は764,609,983円

です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 
 

○損益の状況 (2021年４月16日～2022年４月15日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 135,007,778   

 売買益 172,727,153   

 売買損 △   37,719,375   

(B) 信託報酬等 △   12,816,908   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 122,190,870   

(D) 前期繰越損益金 264,719,562   

(E) 追加信託差損益金 2,138,827,666   

 (配当等相当額) (  2,553,249,480)  

 (売買損益相当額) (△  414,421,814)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 2,525,738,098   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 2,525,738,098   

 追加信託差損益金 2,138,827,666   

 (配当等相当額) (  2,556,420,103)  

 (売買損益相当額) (△  417,592,437)  

 分配準備積立金 386,910,432   
 

（注） (A)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (B)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (E)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注） 分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 93,608,753円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 28,582,117円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 2,556,420,103円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 264,719,562円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,943,330,535円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 6,568円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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